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インターネットの隆盛や，XMLの普及，オフィス文書の電子化の促進など，近年，情報処理
技術においてデジタルドキュメントを取り巻く環境は急速に変化してきた．当研究会でも，状況

の変化に併せて様々な研究報告が行われており，研究報告対象の変化の流れは，デジタルドキュ

メント環境の変化に同調しているはずである．そこで，研究報告の流れを確認すべく，デジタル

ドキュメント研究会発足以来これまでの研究報告 252 件の抄録情報に出現してきた言葉につい
て，データマイニングツールを用いて解析を行い，年代ごとに研究報告のトピックを俯瞰したの

で，それらの傾向について報告する． 
 

Tendency of digital document research 10 years 
Nobuo SAITO†  Takeshi MITA† 

 
The Internet becomes popular, XML spreads, the office document is made electronic, and the 

environment that surrounds a digital document that relates to information processing technology has 
changed rapidly in recent years. Various research reports were done changing in the situation.  
The change to be researched is sure to be tuned to the change in the digital document environment. 
Then, to confirm the flow to be researched, the word included in 252 abstract information that had 

been reported in the digital document society was analyzed with a data mining tool. It takes a general 
view of the topic that appears every age, and it reports on those tendencies. 
 
１．はじめに 

1996 年に発足した情報処理学会デジタ
ルドキュメント研究会は，2005 年に 10 年
目を迎え，これまで(2005.1月開催の研究会
まで)に約 250 件の研究発表が実施されて
いる．この 10年の間には，オフィス文書を
始めとしたドキュメントの電子化が急速に

進み，インターネットの隆盛に伴う webド
キュメントの増加や，XMLの誕生など，デ
ジタルドキュメント研究の重要な対象とな

る文書環境に大きな変化が生まれている．

そこで，文書環境の変化に伴う過去の研究

内容の変遷を捉え，これからのデジタルド

キュメントに関する未来予測の足がかりと

すべく，この 10年間の研究発表の内容を振
り返り，研究対象となったトピックの抽出

を行った． 
 
†凸版印刷株式会社 情報ビジネス開発本部 

Info-Communication Business Division,                   
TOPPAN Printing Co.,Ltd. 

２．分析の方法 

２．１ 分析対象資料 

過去の研究報告は，情報処理学会電子図

書館にて閲覧が可能である．デジタルドキ

ュメント 10 年の軌跡を振り返るにあたっ
て，当該図書館に掲載されている資料[1]を
もとに調査を行った． 
<http://fw8.bookpark.ne.jp/cm/ipsj/select_signotes2.as
p?category2=DD>(参照 2005-4-27) 

 

情報処理学会電子図書館では，各研究報

告資料の書誌情報までを無料で閲覧可能と

なっており，研究会の登録会員であれば，

本文の PDF ファイルも無料で閲覧が可能
である．今回の調査では，全研究報告の抄

録を含めた書誌情報までを閲覧し，検討を

行った．書誌情報には，研究報告の発行年

月情報も含まれており，大抵の場合は研究

会やシンポジウムに合わせて研究報告が行

われるので，研究報告の発行年月において
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研究会等が開催されたものと推定した．そ

れによると，最初のデジタルドキュメント

研究会が開催されたのは，1996年 5月であ
ったようであり，初回の研究報告は，３件

であったと思われる． 
また，年度毎の抄録情報に出現するキー

ワードの分析には，テキストマイニングツ

ールを用いた． 
 
２．２ テキストマイニングツール 

各研究報告の抄録情報に出現するキーワ

ードの分析には，テキストマイニングツー

ルである TRUE TELLER[2]を用いた．
TRUE TELLERは，顧客からのアンケート
情報などのテキストデータを分析するマー

ケティングツールとして活用されるテキス

トマイニングツールである．分析対象とし

て与えられたテキストデータは，形態素に

分解され，出現している単語や，関係(係り
受け)によって分析されることにより，テキ
ストデータのグループに出現する単語を出

現件数順に並べる「単語ランキング」や，

グループ毎の単語や単語間の関係を２次元

にプロットして表示する「マッピング」な

どの解析結果を得ることができる． 
 
３．研究報告の分析 
３．１ 報告数による分析 

1996 年 5 月の研究会を皮切りに，2005
年1月の研究会までに48回の研究会が開催
され，252 件の研究報告が実施されている
(表１)． 
 

表１ 研究報告件数の状況 

平均
報告数 企業 学校 共同

1996 年 4 回 12 件 3.0 7 5 0
1997 年 6 回 27 件 4.5 15 11 1
1998 年 5 回 21 件 4.2 16 4 1
1999 年 6 回 35 件 5.8 24 10 1
2000 年 5 回 20 件 4.0 16 4 0
2001 年 5 回 20 件 4.0 14 5 1
2002 年 5 回 36 件 7.2 13 22 1
2003 年 5 回 31 件 6.2 14 14 3
2004 年 6 回 45 件 7.5 17 25 3
2005 年 1 回 5 件 5.0 1 4 0

合計 48 回 252 件 5.3 137 104 11

所属の区分
回数 件数
研究会 発表年

54.4% 41.3% 4.4%  

年毎の研究報告数の変化を見ると，初年

である 1966年には 4回の研究会で 12件の
報告が行われており，それ以降は毎年 20件
～35件程度の報告が行われているが，図１
や図２に示したように，特徴的な傾向はみ

られない．しかし，2004年には過去最高の
45件の報告が行われており，近年は研究会
１回あたりの報告数も増加していることも

あり，活発な研究活動が行われつつある感

がある． 
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図１ 研究報告数の変化 
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図２ 研究会１回あたり報告数の変化 
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また，各報告の発表者の所属を，企業，

学校，共同の３種類に分類しその割合を見

てみると，全体では企業 55%,学校 41%,共
同 4%となっており(図３)，企業所属の研究
報告がやや多めとなっているが，前半 5 年
と後半5年に分けてみると，前半5年では，
企業67%,学校30%に対して，後半5年では，
企業 43%,学校 51%に変化しており，学校か
らの研究報告が増加傾向にあることがわか

る．年に 1 件程度であった産学共同研究の
報告も，ここ2年間はそれぞれ3件みられ，
産学協同研究が盛んになりつつある． 

 
３．２ コレスポンデンス分析 
各年のトピックの類似度，関係の深さを

把握するために，テキストマイニングツー

ルを用いてコレスポンデンス分析を行った．

集計済みのクロス集計結果を用い，グルー

プに出現している単語の要素を使って，そ

れらの相関関係が最大になるように数量化

し，グループの要素を多次元空間(散布図)
に表現する．ここでは２次元で表現した(図
４)． 
第１軸，第２軸ともに共起で自動算出さ

れ，白い四角が中心であり，中心に近いほ

ど全体に出現している話題に近く，遠いほ

ど特徴的である．上方に特出しているのが

1999年，下方が 2002年，右に特出してい
るのが 2004年である．図１のグラフでもわ
かるように，この３つの年は報告件数が多

かったこともあり雑音の多さによって特徴

的な結果を示してしまったと思われる． 
また，1998 年に XML1.0 が勧告され，

1999年にはそれを契機に XMLに関する研
究が広まりを見せた事も特徴的な結果の要

因となっていると思われる．2002 年には，
セマンティック web，オントロジ，メタデ
ータといったテーマが急増し，2004年には
webサービス，SOA，モバイルといったキ
ーワードが盛んに使われたことも一因であ

う． ろ
 

 
図４ 年毎のコレスポンデンス分析結果 

  

 
図５ 全件単語の主成分分析 

 
３．３ 主成分分析 
共起による第１軸，第２軸を用いて主成

分分析を行った．名詞の上位 30個をプロッ
トし，100 件以上出現する語は，大きい青
い丸，それ以外が小さい丸で表現されてい

る(図５)．上位 30 語の中には，出現数 10
件以下の語は含まれなかった．白い四角が

中心である． 
右下のクラスタには，「検索」を中心に，

「テキスト」を「対象」とした「手法」が

提案され，その「結果」が示される研究分

野が存在していることがわかる．左下のク

ラスタでは，「システム」は「インターネッ

ト」上で「サービス」として展開され，そ

こに載せる「コンテンツ」に対しても議論

されている．また，上のクラスタでは，

「XML」という「言語」が，「Web」の「技
術」を支えており，「今後」もキーとなる．
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また，これらは左下のクラスタともつなが

っていることから，インターネット上での

サービスを基礎に「XML」技術が存在して
いることがわかる．さらに，右上のクラス

タでは，「文書」「構造」を対象とした，「特

徴」的な「機能」を備える「処理」が研究

されていることがわかる．ここも左上のク

ラスタともつながっており，「処理」には

「XML」「言語」が強く関係していること
わかる． が

 

 
図６ 前半５年の主成分分析 

 

 
図７ 後半５年の主成分分析 

また，前半５年(図６)と後半５年(図７)に
分けて主成分分析を行った．前半５年では，

「テキスト」，「電子化」された「情報」「検

索」の「手法」や，「SGML」，「ＸＭＬ」形
式の「構造」「文書」や「データ」の「処理」

が議論され，「インターネット」や「システ

ム」への適用が研究されている．一方，後

半５年では，「情報」「検索」の「問題」解

決が「目的」の一つとなり，｢対象｣は「特

徴的」な「文書」「構造」の処理であり，

「XML」言語であることがわかる．また，
「XML」は「Web」「技術」とも関連が深
く，「データ」「管理」といった言葉との関

連も強い．さらに，「XML」は，「携帯」電
話や「インターネット」，「システム」，「サ

ービス」，「コンテンツ」との関連を強めて

いる． 
 
４．トピックの変遷 
４.１ 1996 年 

デジタルドキュメント研究会が発足して

最初の研究会では，JAVA に関する研究報
告が 2 件行われている．抄録の中では「今
後，新たな用途が広がって来ると考えられ

る」[3]などと記述されているように，www
の普及が促進されつつある状況の中で

JAVAが注目されていた．そのほか，SGML
に関する話題が多く報告されており，主に，

SGMLを利用した情報システムの構築法に
関する研究報告や，既存文書の SGML化に
関する研究報告，DTDが変更になった場合
のデータ移行に関する研究報告などが行わ

れ，SGMLの普及期であったことが伺える． 
また，SGML という言葉と同時に，

CALS/EDI といった言葉も使われており，
文書処理システムの適用先として CALSが
注目されていた． 
４.２ 199７年 

依然として，SGML/CALS といった言葉
が出現しているが，この年の研究報告の中

で頻出するのは「電子マニュアル」という

言葉である．マニュアルの電子化が促進さ

れつつある状況の中，電子マニュアルの見

易さに関する研究や，マニュアル電子化の

事例紹介といった報告が行われている．他

には，SGMLデータの入力や，データ変換
に関する研究報告が実施されており，ドキ

ュメントの電子化にあたっては，電子化文

書の生成に課題があった年代であったこと
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がわかる．また，「検索」に関する研究報告

も数件実施されている．大量の文書が電子

化された場合に，ある語句が含まれる箇所

を高速に探し出すための検索に関する研究

のほか，ハイパーテキストを実現するため

に，相互参照箇所を検索する研究，最適な

検索タームを抽出するための研究，コール

センター等での活用に注目した類似事例文

書の検索などである． 
４.３ 1998 年 

この年の最大のトピックは，W3Cによっ
て XML Ver.1.0が 2月に勧告となったこと
である．これを受けて 3 月の研究会では早
速 XML という言葉を含んだ報告が実施さ
れており，後半に向けて XML に関する話
題が増加している．しかし，SGMLに関す
る研究も継続して報告されており，

SGML/XML エディタの開発に関する報告
や，SGML/HTML変換に関する研究の報告
が行われている．また「www」，「 インタ
ーネット」に関する話題も活発になり，

HTML形式のデジタルドキュメントの生成，
ハイパーリンクの実現に関する研究が活発

になっている事がわかる． 
翌年にも１件の報告が実施されているが，

この年には文字コード・外字に関する研究

報告が２件実施されている．ドキュメント

の電子化が進んだ結果，電子化が困難な文

字の存在が課題となり，文字コードや外字

に関する研究も行われるようになってきて

いたのだと推察できる． 
４.４ 1999 年 
引き続き SGML・XML・HTML といっ
たデジタルドキュメントの生成や処理に関

する研究報告が多く行われているが，この

年には，いくつかの新たなトピックが生ま

れている． 
ひとつは，ドキュメントのセキュリティ

に関する問題である．この頃，行政文書の

電子化が推進されつつあり，情報公開の必

要性と，プライベート情報の機密性といっ

た矛盾した情報操作を実現するための研究

が始まっていた．また，情報の組織化や，

情報を中心とした人間のコミュニケーショ

ンを論じる研究なども見られ，情報と社会

の関係に関する研究も行われている．ドキ

ュメントのデジタル化が社会に与える影響

が危惧され始めてきた． 
また，カーナビ・PDAといった情報端末
向けのコンテンツとしてのデジタルドキュ

メントに関する研究もはじまり，地理情報

システムへの研究や，XML を活用した，3
次元グラフィックスデータとのドキュメン

ト統合に関する研究の報告が行われ，これ

までは，電子マニュアルや，wwwへの適用
について論じられる事が多かったデジタル

ドキュメントの対象に，広がりが見られる

ようになってきている． 
４.５ 2000 年 
さらに，デジタルドキュメントの対象が

広がり，この年には携帯電話やモバイル機

器への応用について論じられ始めている．

wwwへの応用や，地理情報システムへの応
用，デジタル署名に関する話題も依然とし

て議論されており，研究会での研究報告の

対象は，非常に広範囲になってきている． 
応用事例についてもより具体的なものと

なっており，行政の電子化はもとより，投

資情報への応用や，アンケートシステムへ

の応用が報告されている．さらに，EC/EDI
への XML 活用の研究報告と，web サイト
を活用したマーケティングの研究報告では，

「E ビジネス」というキーワードが使われ
始めている．ビジネスを支える要素として

デジタルドキュメントの役割が大きくなり

つつある． 
４.６ 2001 年 

21 世紀に入り，研究報告の中に多くに
XML という言葉が多く見られるようにな
ってきている．2001 年の研究報告 20 件の
うち，16 件の抄録情報に XML,もしくは
XHTML 等のキーワードが含まれている．
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その多くが応用に関する研究であり．ひと

つは設計支援システムであり，ひとつは行

政電子化であり，携帯端末への適用や，住

所録への適用などが報告されている． 
XML文書検索や，データ変換に関する研
究も依然として実施され続けており，広範

囲のドキュメントが電子化される事によっ

て，効率の良い検索を実現するための研究

テーマや，ドキュメント生成に関わる研究

テーマは尽きる事が無い． 
４.７ 2002 年 
この年のトピックは，2001年の頻出単語
ランクの 1位は「XML」であったにも関わ
らず(図８)，2002年には，「XML」は 10位
以内に含まれていない(図９)点である． 

 
図８ 2001年の頻出単語 

 

 
図９ 2002年の頻出単語 

 
ところが，研究報告の内容を見ると，後

半では，Xlink，XSLに関する報告があり，
XML データベースについての報告も行わ
れていることから，XMLに関する研究が実

施されなくなった訳ではない．もはや XML
は当たり前の技術となり，あえてその言葉

を使う必要は無くなってきたようである． 
2001 年 11 月にその技術動向を紹介する
研究報告が実施された「セマンティック

web」に関して，2002年には，課題や可能
性が論じられている．トピックマップやオ

ントロジに関する研究報告も実施され，デ

ジタルドキュメント研究も新たな概念へ広

がりはじめた． 
また，言語理解・知識表現・自然言語理

解に関する研究報告や，コンテンツ管理，

文書のクラスタリングといった，文書の内

容に深く踏み込んだ研究も活発となり，ド

キュメントのデジタル化がすすみ，さらに

深い文書の利活用が研究されるようになっ

てきたと考えられる． 
４.８ 2003 年 
この頃より，新しいトピックとして｢メタ

データ｣というキーワードが目立つように

なってきた．この背景には，次世代 webと
して提唱されたセマンティックweb概念の
浸透が進んできた事がある一方，これまで

は大量文書の効率的な活用のために全文検

索を中心とした研究が行われてきたが，メ

タデータを活用して大量文書の効率的な管

理を実現しようとする動きが活発になって

きたという背景もある． 
2002年にも話題になっていた，教育への
応用に関して，この年には４件の研究報告

が行われており，教材のデジタル化，デー

タベース化，教育現場でのインターネット

活用等の研究が活発になっていることが伺

える． 
また，無線ＬＡＮスポットが増え，携帯

電話の普及にあわせ，モバイル環境でのデ

ジタルコンテンツ利用に関しても研究報告

が行われている． 
コンテンツ管理に関する研究や，情報視

覚化手法の研究報告も複数行われ，新たな

領域への広がりが見られる． 
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４.９ 2004 年以降 
すでに前年に兆候が見られた様々な分野

への研究対象の広がりは，より顕著となる． 
デジタル化されたドキュメントの内容に

まで深く踏み込み，文書の要約についての

研究報告が行われ，知識管理・コンテンツ

管理に関する研究報告も行われている． 
情報技術の福祉や医療への活用について

も報告されており，点字楽譜に関する研究

報告や，テキスト読み上げツールに関する

研究報告，電子カルテに関する研究報告も

行われている． 
従来どおり検索や文書生成に関する研究

報告も行われているが，より構造化文書に

特化した形の研究へと発展している．また，

ペン入力に関する研究報告など，文書シス

テムとユーザのインタラクションに関する

研究報告も見られるようになってきている． 
４.１０ キーワードの傾向 
ここまで，各年毎のトピックに関して概

観してきたが，前半 5年と後半 5年に分け
て単語の出現頻度を比較してみると (図
10,11)，｢文書｣という言葉は，前半・後半
とも同数にも関わらず，前半の２位から後

半は 10位と後退しており，後半では代わり
に「システム」「XML」「データ」といった
言葉が上位になる． 
前半５年は，文書のデジタル化や構造化

など，文書自体に関する研究が盛んに実施

されたのに対して，後半５年は，文書自体

を研究対象とするよりも，XML webサービ
スや，SOA に代表される，XML システム
処理とといった，デジタルドキュメントの

応用や，サービスに関する話題が多くなっ

てきていることがわかる． 

 
図 10 前半 5年の頻出単語 

 

 
図 11 後半 5年の頻出単語 

 
 
５．まとめ 

10年目を迎えたデジタルドキュメント研
究会での，これまでの研究報告を概観し，

その傾向を分析した． 
当初は企業による研究報告が多かったが，

近年では大学の研究室や，産学協同の研究

報告の割合が増加傾向にある． 
この 10 年間の研究報告の傾向を俯瞰す
ると，一貫して SGML/XML というキーワ
ードがトピックの中心に流れており，1998
年の XML勧告以降は，XMLが中心となっ
ている．しかし，XMLの周辺で研究されて
いる内容が，時代の変遷とともに変化して

きていることがわかった．前半では，構造

化文書の入力・生成，編集，または既存デ

ータからの変換など，対象文書自体に関す

る研究が盛んに行われていたのに対し，後

半では構造化文書の処理，応用システム，

メタデータの付与など，構造化文書をとり
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まく仕組みに関する研究が行われるように

なってきていることがわかった． 
また，インターネットの爆発的な普及な

どインフラの変化に合わせ，wwwやインタ
ーネットへの適用に関する研究報告も増加

傾向にあり，さらには，携帯電話やＰＤＡ

といったモバイル端末の普及に合わせて，

モバイル端末を利用したシステムの研究や，

実験の報告が行われてきている．研究対象

も大きく広がりを見せ，福祉サービスや，

医療，防災，経済情報への応用の研究報告

も見られる．いずれにしても，ドキュメン

トの電子化は当たり前の技術として浸透し，

電子化されたドキュメントの有効活用に関

する研究が盛んになりつつある． 
今回の報告では，252 件の研究報告の抄
録情報に現れる単語を基にデジタルドキュ

メント研究の流れを俯瞰した．しかし，抄

録情報に含まれる単語の集合だけでは研究

報告の内容を正しく把握できていない可能

性も残される．10年のデジタルドキュメン
ト研究の流れをより深く把握するために，

さらに，研究報告本文に出現する文章や語

句についても解析を行う必要があろう． 
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